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＜病棟連絡事項＞
・特記事項無し

＜入室状況＞
【入院】
・赤間　健太様～東B2号室へ任意入院となる。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・尾崎　誠二郎様～本日よりミヤＢＭ細粒　1ｇ/包　1日3回毎食後へ追加となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中迷惑行為自制できず見守り困難なため早めに開放観察を終えている。隔離中は不潔行為や興奮なく落ち着いている。午前午後1時間ずつ開放観察実施。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・三浦　英男様～20：00～6：00の時間隔離中。ホールでTVを見続ける。独語興奮なく落ち着いている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。食事中は両上肢・体幹の身体拘束一時解除して自力摂取促すが、自傷行動や興奮なく落ちついている。再拘束へ抵抗なく応じている。時折帰宅要求あるが傾聴に落ち着けている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・塩倉　一輝様～終日隔離中。被害妄想に関する言動・行動なく静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様情報＞
・下妻　康貴様～家族様送迎にてアパート清掃のため外出し問題無く帰院している。帰院後は奇異行為、不穏さ無く日課を送っている。

・佐々木　利作様～他室侵入を繰り返し介入要している。トイレへ行かず失禁あるがケア抵抗はない。情動面では安定している。

・中里　和弘様～酸素飽和度70台前半まで低下有り、14：00酸素流量5Lへ増量、体位調整も合わせて実施し80台後半まで上昇見せるが安定せず。体温も38℃台で推移し体熱感著明、クーリング継続するが改善見られないため状態を日直医今川Drへ報告し15：10アンヒバ坐薬200mg挿肛の指示有り。血圧、脈拍は正常範囲内で保持困難。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～特定男性患者様へ対する被害的言動見られ適宜不穏時頓服薬にて対応している。粗暴行為やトラブルには至らず経過している。

・小山　仁様～粗暴行為やトラブルには至らず経過している。対面時の易怒性、攻撃性無く穏やか。

・三浦　英男様～余暇時間はホールにてテレビ鑑賞し余暇時間を過ごしている。大声を出す、粗暴的になる事無く経過。

＜入院患者様情報＞
日　　時：令和4年5月14日　13:18
　氏　　名：赤間　健太（あかま　けんた）様
　生年月日：平成2年3月7日　32歳
　病　　名：中等度知的障害
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr.　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
　＜経過＞
　　当院外来通院中。4/30以降ドラックカクテルや過量服薬
　を繰り返し行い、薬の管理は就労支援先や特定相談員、青
　明舎が介入していた。しかし、自身でドラックストアへ行
　き市販薬を購入し過剰服薬する行為は継続してみられてい
　た。5/7過量服薬にて救急搬送されていたが、5/13も休日
　用に渡されていた薬を12錠一度に服用したと就労先に報告
　あり。希死念慮も持続しており、特定相談員や就労スタッ
　フと話し入院加療を希望。
　　本日13：18症状の改善目的にて、東病棟Bユニットに任
　意入院となる。

